は 忘れられる ものではありません。 

風に あたっても、 雨に ふられても、 うちへ うちへ と. 

しっとり くぼめの 抑へ を ひきしめて、 一緒に 泣いて で 

も 呉れる やうな、 なさけ はちり めんの 着物より ほか 持 

つて ゐ ません。 

今の ちりめん では、 綿紗 とか 西陣と か 小 浜と か 立派 

な 名 を 持って ゐ るのより、 むしろ 名もないた > の 地に 

なって、 やたらに 友染の 染め 下地に なって る やうな 普 

通の ちりめんと いふ だけで 通る あのち りめんが なつか 

しくて 好きです。 でなければ、 優しい 静な 心の 地へ、 

ところ，^ 熱情の しこり を 持った やうな 紋 ちりめんが 



好きです _ 
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